
「
平
成
30
年
度
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

対
す
る
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」

が
１
月
16
日
、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
で
執
り
行
わ
れ
、

飯
泉
嘉
門
知
事
か
ら
徳
島
県
の

農
業
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
小

松
島
市
農
業
委
員
の
栗
本
謙
二

さ
ん
を
は
じ
め
６
人
の
農
業
委

員
に
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

寺
井
会
長
か
ら
は
、

「
皆
様
方
は
、
農
業
委
員
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
『
適
確
な

農
地
行
政
の
推
進
』
と
『
地
域
農

業
の
振
興
・
発
展
』
に
、
ご
尽
力

さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い

間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
体
制
と
な
っ
た
い
ま
、
農

業
委
員
会
組
織
は
、
農
業
委
員

会
改
革
の
主
眼
で
あ
る｢

農
地

利
用
の
最
適
化｣

に
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
、
具
体
的
な
成
果

を
着
実
に
積
み
上
げ
る
こ
と
こ

そ
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
農
業
、
さ
ら
に
は

農
村
そ
の
も
の
を
守
る
も
の
と

多
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

飯
泉
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

▽
小
松
島
市

栗
本
謙
二

湯
浅
友
子

▽
吉
野
川
市

岸
上

勝

▽
阿

波

市

松
本

勝

▽
那

賀

町

殿
谷
武
司

▽
海

陽

町

小
山
浩
徳

（
村
上
公
治
）
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主

な

内

容

一

農
業
委
員
等
に
知
事
感
謝
状
が
贈
呈･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

１

二

平
成
31
年
度
農
委
関
係
予
算
の
概
算
決
定
要
旨･

･
･
･

２

三

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
改
正･

･
･
･
･
･
･
･

３

四

農
業
委
員
等
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

４

五

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

５

六

徳
島
県
農
業
会
議
等
の
行
事
予
定･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

▽
「
か
み
か
つ
の
棚
田
村
」
が
２
０

１
９
年
度
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
参
加
し

て
16
年
目
で
す
。
中
山
間
地
域

の
活
性
化
の
業
務
の
一
環
で
友

人
達
を
誘
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
樫
原
の
爺
ち
ゃ
ん
・
婆
ち
ゃ

ん
に
「
米
作
り
の
見
習
い
」
と
し

て
弟
子
入
り
し
た
わ
け
で
す
が
、

よ
く
こ
こ
ま
で
続
い
た
も
の
だ
と

我
な
が
ら
感
心
し
て
お
り
ま
す
。

▽
同
様
に
、
今
も
棚
田
に
や
っ
て

く
る
「
東
京
の
グ
ル
ー
プ
」
が
あ

り
ま
す
。
彼
ら
は
国
際
協
力
事

業
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
、「
彩
り
」
を
海
外
に
向
け
て

紹
介
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

貯
ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
を
活
用

し
て
の
往
復
で
す
が
、「
何
が
目

的
で
や
っ
て
来
る
の
？
」
と
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ

と
婆
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
」
な
ん
だ
そ

う
で
す
。「
自
然
の
魅
力
」
に
加

え
、「
人
の
魅
力
」
っ
て
す
ご
い
も

の
で
す
ね
。

▽
来
年
度
は
、「
幸
せ
の
棚
田
」

樫
原
で
収
穫
し
た
、
お
米
「
幸
せ

米
」
を
結
婚
式
や
披
露
宴
で
ご

披
露
し
て
は
と
「
棚
田
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
．
Ｍ
）

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
知
事
感
謝
状
が
贈
呈



35,060人 23,277人 557人 351人

10,311人 (29.4%) 12,103人 (52.0%) 78人 (14.0%) 162人 (46.2%)

－ 1,944人 (8.4%) － 25人 (7.1%)

2,655人 (7.6%) 2,758人 (11.8%) 36人 (6.5%) 54人 (15.4%)

　　70歳代以上 7,421人 (20.9%) 4,071人 (17.5%) 140人 (24.6%) 74人 (21.1%)

　　60歳代 20,414人 (57.4%) 12,922人 (55.5%) 346人 (60.8%) 202人 (57.5%)

　　50歳代 6,415人 (18.0%) 4,375人 (18.8%) 73人 (12.8%) 46人 (13.1%)

　　40歳代 1,122人 (3.2%) 1,418人 (6.1%) 9人 (1.6%) 19人 (5.4%)

　　30歳代以下 201人 (0.6%) 491人 (2.1%) 1人 (0.2%) 10人 (2.8%)

17,840人 225人

35,060人 41,117人 【117.3%】 557人 576人 【103.4%】

※１
※２
※３
※４

※4

※3 ※3

※2※2

全国農業会議所改選後調査（平成26年8月）より引用
全国農業会議所改選後調査（平成26年8月）より引用のため、農業者数（別調査からの引用）の合計（全国35,060人、徳島557人）と異なる。

農地利用最適化推進委員② － －

①＋②，【新制度/旧制度】

平成30年10月１日までに新制度へ移行した全1,703委員会と徳島県の24委員会について 全国農業会議所調べ
農林水産省臨時実態調査（平成28年3月）及び農林水産省実態調査（平成28年10月）から引用）

農業委員・農地利用最適化推進委員の選任状況

（平成30年10月１日に移行完了した全国1,703委員会および徳島県24委員会※1）

全　国 徳島県

旧制度 新制度 旧制度 新制度

農業委員数①

　　認定農業者

　　中立委員

　　女性

　　委員の年齢別構成 ※4
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農
業
委
員
会
組
織
関
係
予
算

は
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め
、

競
争
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
を
更
に
加
速
化
し
、
生
産
コ

ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
た
め
、

「
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
集
積
・
集
約
化
と
農
業
委

員
会
に
よ
る
農
地
利
用
の
最
適

化
」
と
し
て
、
平
成
31
年
度
も

農
林
水
産
省
経
営
局
予
算
の
ト
ッ

プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
農
地
情
報
公
開

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は
28
億
６

４
０
０
万
円(

対
前
年
度
１
億

５
０
０
万
円
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
増
額
の
要
因
は
、
農
地
情

報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理

費
に
加
え
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
シ
ス
テ
ム
改
修
費
も
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で

す
。一

方
、
農
地
利
用
最
適
化
交

付
金
は
67

億
１
３
０
０
万
円

(

対
前
年
度
12
億
９
７
０
０
万

円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
本
交

付
金
は
、
平
成
31
年
度
よ
り
交

付
要
件
の
見
直
し
が
な
さ
れ
る

ほ
か
、
平
成
28
年
度
に
創
設
さ

れ
て
以
来
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
増
員

を
踏
ま
え
て
３
年
連
続
で
増
額

措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度
と

も
予
算
執
行
率
が
低
か
っ
た
こ

と
や
市
町
村
で
の
条
例
改
正
の

伸
び
悩
み
を
踏
ま
え
て
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
30
年
度
の
執

行
見
込
み
は
48
億
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
比
較

す
る
と
平
成
31
年
度
の
予
算
は

1
9

億
７
０
０
万
円
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
機
構
集
積
支
援
事
業

と
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
は
、

農
林
水
産
省
の
「
一
般
会
計
予

算
各
目
明
細
書
」
に
お
い
て
従

来
、
別
々
の
「
目
」
に
分
類
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
31
年

度
か
ら
は
同
じ
「
目
」
、
農
地
・

集
約
化
対
策
推
進
交
付
金
に
分

類
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
交
付
金

は
47
億
１
８
０
０
百
万
円
で
対

前
年
度
同
額
、
都
道
府
県
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
負

担
金
は
５
億
１
５
０
０
万
円
で

対
前
年
度
１
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
田
中

智
）

全
農
業
委
員
会
が
新
体
制
へ

移
行
完
了
（
全
国
と
徳
島
県
）

平
成
28
年
４
月
に
改
正
農
業

委
員
会
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、

よ
う
や
く
全
国
１
７
０
３
の
す

べ
て
の
農
業
委
員
会
が
平
成
30

年
10
月
に
新
体
制
に
移
行
し
ま

し
た
。

本
県
で
は
、
全
国
よ
り
一
足

早
く
昨
年
８
月
末
に
は
県
内
す

べ
て
の
農
業
委
員
会
が
新
体
制

に
移
行
し
、
改
正
農
業
委
員
会

法
の
主
眼
で
あ
る
「
農
地
利
用

の
最
適
化
」
に
取
り
組
む
体
制

が
整
い
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
を
合
わ
せ

る
と
旧
制
度
時
の
農
業
委
員
数

よ
り
19
人
、
３
．
４
％
増
加
し

ま
し
た
。(

下
表
参
照
）

今
後
は
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
・

協
力
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化

の
た
め
の
経
営
意
向
調
査
（
と

く
し
ま
農
地
利
用
１
・
１
・
１

運
動
で
提
唱
）
の
実
施
や
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
に
向

け
た
地
域
の
話
し
合
い
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
進
め
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
の

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
展
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
田
中

智
）

平
成
31
年
度
農
業
委
員
会
関
係
予
算
の
概
算
決
定
の
ポ
イ
ン
ト



・共有者(相続人)の一人でも、簡単な手続で農地中間管理機構に貸すことが
  できます。
・その際に農業委員会が探す相続人範囲も、登記名義人の配偶者と子ども等
  で簡素化されます。
・また、利用権の設定期間も５年から２０年と大幅に長期化されます。
・遊休農地の手続による裁定制度も、探索範囲の簡素化や、利用権の期間の
  長期化が同様に措置されて、画期的に使いやすくなります。

新制度でこう変わります！

 棟高
 8ｍ以内

   軒高
   6ｍ以内
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農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

平
成
30
年
11
月
16
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
、
農
地
の

集
積
・
集
約
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
相
続
未
登
記
農
地
を
農
地

中
間
管
理
機
構
に
貸
付
け
を
可

能
と
す
る
制
度
の
創
設
と
、
底

地
の
全
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

に
覆
わ
れ
た
農
業
用
施
設
（
以

下
、
農
作
物
栽
培
高
度
化
施
設

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
場
合
、

一
定
の
要
件
の
も
と
農
地
転
用

に
該
当
し
な
い
と
す
る
こ
と
の

２
点
で
す
。

相
続
未
登
記
農
地
に
つ
い
て

は
、
共
有
持
分
の
過
半
が
な
い

と
貸
借
が
で
き
な
い
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
で
き
た
と
し
て

も
５
年
間
ま
で
と
期
間
が
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
共
有
者

の
過
半
が
確
知
で
き
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
が
共
有
者
を

探
索
し
、
６
ヶ
月
の
公
示
を
経

る
こ
と
で
不
明
者
の
同
意
を
得

た
こ
と
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
共
有
者
の
探
索
範
囲

は
、
登
記
名
義
人
の
配
偶
者
と

子
に
限
る
と
さ
れ
、
公
示
後
は

は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ

て
担
い
手
に
貸
借
す
る
こ
と
が

で
き
、
期
間
も
20
年
間
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

農
作
物
栽
培
高
度
化
施
設
を

設
置
す
る
場
合
の
取
り
扱
い

ま
た
、
農
作
物
栽
培
高
度
化

施
設
（
底
地
の
全
面
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
に
覆
わ
れ
た
農
業
用

施
設
）
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
前
に
農
業
委
員
会
に
届
出

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
、
周
辺
農
地
へ
の
悪
影

響
を
抑
え
る
た
め
、
棟
高
８
メ
ー

ト
ル
以
内
、
軒
高
６
メ
ー
ト
ル

以
内
の
平
屋
構
造
に
限
る
と
さ

れ
ま
し
た
。
（
下
図
参
照
）

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
農
地
の
利
用
状
況

調
査
に
お
い
て
、
農
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

や
他
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
勧
告
や
原
状
回
復
に

向
け
た
手
続
に
進
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
農
作
物
栽
培
高
度
化

施
設
の
税
制
上
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
農
地
と
同
様
に
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
田
中

智
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
を
改
正

農作物栽培高度化施設の設置基準

太陽光を投下しない資材で屋根・壁面を覆う
施設の場合は、春秋分の真太陽時の午前８時か
ら午後４時までの間に、周辺農地が概ね２時間
以上日陰にならないこと。

施設の基準

①専ら農産物の栽培の用に供されるも

のであること

②周辺農地の日照に影響を及ぼす恐れ

がない高さの基準に適合すること

（右図を参照）

③施設の設置に必要な行政庁の許認可

等を受けていること又は受ける見込が

あること。



転用許可申請の審査項目

○事業取扱高(過去3カ年）(新規の場合は、事業に必要な許可、登録の有無、事業を行うに至る経緯を確認）
○現に保有している資材等の種類、数量
○事務所からの経路、距離(地図添付）
○主たる道路から申請地への進入路の幅員

◇転用の確実性の確認

◇資材置場の場合は次の項目も確認

○申請者が個人の場合は職業、法人の場合は事業目的と転用事業との関連性
○現に利用している資材置場、駐車場の状況(写真添付）
○資材置場、駐車場等を必要とする具体的な理由
○土地利用計画図
○転用許可を受けた資材置場、駐車場がある場合はその利用状況(過去5年間）
○再生可能エネルギー特別措置法に基づく再生可能エネルギー発電事業計画(申請中も含む）の認定の有無
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農
業
委
員
等
の
綱
紀

粛
正
に
つ
い
て

昨
年
10
月
、
阿
南
市
農
業
委

員
会
の
元
農
業
委
員
が
、
農
地

転
用
の
許
可
に
便
宜
を
図
っ
た

見
返
り
に
太
陽
光
発
電
業
者
か

ら
現
金
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
、

収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
旨
の

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
月
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
で
も

農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
職
員

が
、
農
地
を
無
断
で
駐
車
場
に

転
用
す
る
と
知
り
な
が
ら
も
農

地
の
所
有
権
移
転
の
手
続
き
を

進
め
た
と
し
て
、
農
地
法
違
反

幇
助
の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ

た
旨
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
農
地
の
利
用
関

係
の
調
整
に
関
す
る
業
務
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
が
法
令

を
遵
守
し
、
公
正
に
そ
の
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
４
月
に
施
行
し
た
「
改
正

農
業
委
員
会
法
」
に
よ
っ
て

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

が
必
須
業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
業
務

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
集
落

や
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
委
員
会

が
使
命
を
十
分
に
果
た
す
た
め

に
公
正
な
職
務
執
行
や
信
頼
の

確
保
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

な
か
で
、
今
回
の
よ
う
な
地
域

の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
た
こ
と
は
極
め

て
遺
憾
で
す
。

執
務
姿
勢
を
正
し
、
綱
紀
粛

正
を
徹
底
す
る
こ
と
は
、
農
業

委
員
が
職
務
を
執
行
す
る
上
で

の
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

各
農
業
委
員
会
が
日
々
の
業
務

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
一
度
、
農
業

委
員
会
組
織
が
担
っ
て
い
る
職

務
の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
だ

き
、
改
め
て
公
正
な
職
務
の
遂

行
に
努
め
る
よ
う
更
な
る
綱
紀

の
保
持
の
徹
底
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

今
回
の
事
案
を
契
機
に
、
阿

南
市
を
は
じ
め
、
那
賀
町
の
農

業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会

の
「
倫
理
要
綱
」
や
「
倫
理
規

則
」
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員
会
に
お

い
て
も
、
「
倫
理
規
則
」
の
制

定
に
つ
い
て
ご
検
討
頂
く
と
共

に
、
二
度
と
こ
う
し
た
事
案
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
日
々
の
業

務
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
村
上
公
治
）

資
材
置
場
、
駐
車
場
へ

の
農
地
転
用
許
可
申
請

の
審
査
を
慎
重
に
！

建
築
物
の
整
備
を
伴
わ
な
い

資
材
置
場
や
駐
車
場
へ
の
農
地

転
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

書
に
現
在
利
用
し
て
い
る
土
地

の
利
用
状
況
や
資
材
等
の
保
有

状
況
を
記
載
さ
せ
、
そ
の
必
要

性
、
確
実
性
を
検
討
し
た
上
で

農
地
転
用
許
可
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
転
用
完
了
後
は
、
土

地
利
用
計
画
図
に
示
さ
れ
た
よ

う
に
資
材
等
が
置
か
れ
、
十
分

な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
工
事
完
了
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
優
良
農
地

が
資
材
置
場
と
し
て
転
用
さ
れ

た
後
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
に

変
更
さ
れ
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々

見
ら
れ
る
と
い
う
新
聞
報
道
等

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
は
全

市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
対
し

資
材
置
場
や
駐
車
場
を
目
的
と

し
た
農
地
転
用
に
つ
い
て
、
改

め
て
慎
重
に
審
査
す
る
よ
う
注

意
喚
起
の
通
知
を
１
月
11
日
付

け
で
発
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
通
知
の
中
に
は
、

農
振
法
に
基
づ
き
、
農
地
を
転

用
す
る
た
め
に
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
場
合
に
も
、
農
振

法
担
当
部
局
か
ら
の
転
用
見
込

み
に
関
す
る
意
見
紹
介
に
際
し
、

転
用
と
同
様
の
観
点
か
ら
十
分

な
確
認
を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
農
業
委
員
会
に

お
い
て
慎
重
な
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
田
中

智
）

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
会
研
修

会
を
開
催

平
成
30
年
11
月
15
・
16
日
に

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農

業
委
員
会
研
修
会
が
徳
島
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
１
７

４
名
の
女
性
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加

し
、
「
農
地
利
用
集
積
に
向
け

て
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
は
女
性
農
業
委
員

の
活
躍
が
期
待
で
き
る
「
農
地

利
用
最
適
化
・
食
育
・
後
継
者
対

策
・
六
次
産
業
化
」
を
中
心
に
２

日
間
６
項
目
の
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
笹
賀

圭
）



大
仲

香
織
さ
ん
（43
歳
）

「
こ
ど
も
が
、
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
を

食
べ
た
い
と
言
う
と
、
『
じ
ゃ
あ
作
っ

て
み
よ
う
か
』
と
誘
っ
て
ま
す
。

こ
ど
も
は
色
々
と
や
り
た
い
時
期

な
の
で
、
田
舎
で
で
き
る
環
境
を
最

大
に
活
か
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
す
の
は
、
佐
那
河
内
村
農
業
委
員

（１
期
目
）の
大
仲
香
織
さ
ん
。

大
仲
さ
ん
は
両
親
と
３
人
で
、
ス

ダ
チ
75
㌃
を
栽
培
す
る
専
業
農
家
だ
。

県
外
の
大
学
で
農
業
を
学
び
、
花
屋

に
就
職
し
た
が
、
30
代
の
頃
に
両
親

の
手
伝
い
を
始
め
た
。

大
仲
さ
ん
が
栽
培
す
る
す
だ
ち
は
、

Ｊ
Ａ
に
全
量
出
荷
を
行
っ
て
い
た
が
、

大
学
の
友
人
か
ら
口
コ
ミ
が
広
が
り
、

現
在
で
は
個
選
で
の
販
売
も
行
う
。

「
大
学
の
友
人
が
、
す
だ
ち
珍
し
い

か
ら
売
っ
て
と
言
う
ん
で
す
。
最
近

で
は
、
す
だ
ち
そ
ば
が
イ
ン
ス
タ
映

え
を
す
る
の
で
、
取
り
入
れ
て
い
る

飲
食
店
も
多
く
て
、
友
人
の
ツ
テ
を

た
ど
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
」
と
販

売
に
も
意
欲
的
だ
。

大
仲
さ
ん
が
栽
培
す
る
す
だ
ち

「
さ
な
み
ど
り
」
は
、
種
が
少
な
く
、

美
し
い
緑
の
果
肉
、
さ
わ
や
か
な
香

り
が
特
徴
で
、
平
成
29
年
に
は
「
と

く
し
ま
特
選
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
に
認

定
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
な
っ
て
い
る
。

販
路
を
開
拓
す
る
一
方
で
、
女
性

の
視
点
か
ら
農
業
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
平
成
28
年
に
設
立
さ
れ
た
阿
波
ア

グ
リ
ガ
ー
ル
ズ
ラ
ボ
（
次
世
代
女
性

農
業
経
営
者
組
織
）
の
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
販
売
戦
略
・
農
業
技
術
の
研

鑽
や
、
食
材
・
料
理
の
写
真
撮
影
、

動
画
作
成
な
ど
も
勉
強
し
て
い
る
。

現
在
29
名
の
会
員
が
在
籍
す
る
。

「
同
じ
年
代
の
経
営
者
と
の
会
話
は
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
し
、

活
動
の
源
に
な
り
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
農
業
者
と
し
て
成
長
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。
そ
ん

な
大
仲
さ
ん
の
今
後
取
り
組
み
た
い

の
は
食
育
活
動
だ
。

現
在
、
女
性
農
業
委
員
と
教
育
委

員
会
で
連
携
し
、
「
食
育
」
を
テ
ー

マ
に
、
学
校
の
栄
養
士
を
講
師
に
し

て
、
地
元
で
ど
ん
な
形
で
活
動
で
き

る
か
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
ど
も
達

が
農
業
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
楽

し
い
環
境
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
熱

く
語
っ
た
。

（
笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（日
本
公
庫
）徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等

の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商
談

会
開
催
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
の

経
営
改
善
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
大
阪
２
０
１
９
の
開
催
に
関
す

る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
県
内
初
の

上
級
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
誕

生
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
す

２
月
20
・
21
日
の
２
日
間
、
Ａ
Ｔ

Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
住
之
江
区
）
で
、
当

公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
大
阪
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
、

「
国
産
」
に
こ
だ
わ
っ
た
全
国
的

な
農
畜
産
物
展
示
商
談
会
で
す
。

全
国
各
地
で
魅
力
あ
る
農
産
物

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

経
営
者
の
皆
様
や
、
地
元
産
品
を

活
用
し
た
多
様
な
こ
だ
わ
り
食
品

を
製
造
す
る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
皆

様
に
、
広
域
的
な
販
路
拡
大
の
機

会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
出
展

者
は
約
３
０
０
、
来
場
者
は
２
日

間
で
約
１
万
５
千
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
今
回
、
徳
島
県
か
ら
は
県
農

業
法
人
協
会
を
含
め
て
10
法
人
・

団
体
が
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
方
に
と
り
、
と
て
も
有
意

義
な
機
会
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

将
来
の
出
展
を
お
考
え
の
方
な
ど

ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
入
場
に

必
要
な
特
別
招
待
状
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
文
末
の
問
い
合
わ
せ

先
に
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

県
内
初
の
上
級
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
誕
生

日
本
公
庫
が
実
施
す
る
「
上
級

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
第
８

回
試
験
（12
月
６
日
実
施
）の
結
果
、

県
内
で
初
め
て
の
上
級
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
阿
波
銀
行
営
業

推
進
部
・
林

裕
己
氏
＝
写
真
＝
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
上
級
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
」
は
、
平
成
17
年
に
当
時
の

農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
・
日
本
公

庫
）
が
創
設
し
た「
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」の
上
級
資
格
と
し
て
、

日
本
公
庫
が
平
成
23
年
に
創
設
し

ま
し
た
。
受
検
対
象
者
は
、
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
う
ち
、
ア

ド
バ
イ
ス
活
動
に
関
す
る
十
分
な

経
験
を
有
し
、
難
易
度
の
高
い
経

営
課
題
に
対
し
て
実
践
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
可
能
な
、
活
動
歴
が
３

年
以
上
の
者
で
す
。
上
級
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
模
範
と
し
て
、

そ
の
指
導
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
６
次
産
業

化
や
新
規
就
農
、
異
業
種
か
ら
の

農
業
参
入
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
海
外

展
開
等
、
農
業
経
営
者
の
抱
え
る

高
度
な
経
営
課
題
に
対
し
て
適
切

に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
専
門
家
と

し
て
、
農
業
者
へ
の
経
営
支
援
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
内
で
の
農
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
上
級
農
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
む
。
）
は
、
現
在

16
名
（
税
理
士
・
金
融
機
関
職
員

等
13
名
、
公
庫
職
員
３
名
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

　１日 都道府県農業会議専務理事・事務局長会議 東京：参議院議員会館 都道府県農業会議専務理事等

　５日 農業委員等特別研修会（東部地区） 徳島県水産会館 農業委員会関係者

　６日 「農の雇用事業」研修会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 農の雇用事業実施主体

　７日 都道府県農業会議会長会議 東京：主婦会館プラザエフ 都道府県農業会議会長

　７日 中国四国農業会議会長・事務局長会議 東京：ル･ポール麹町３Ｆガーネット 農業会議会長・事務局長

　７日 農業法人化セミナー 徳島グランヴィリオホテル 個別農業経営者等

　８日 有機食品の輸出研修会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 有機認証事業者等

１２日 農業法人協会都道府県会長会議 東京：主婦会館プラザエフ 農業法人協会会長

１３日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 常設審議委員

１４日 農業委員特別研修会（西部地区） 油屋美馬館 農業委員会関係者

１５日 農業委員特別研修会（南部地区） 阿南文化会館第一・第二研修室 農業委員会関係者

２０日 安２ＧＡＰ認証管理者研修会 サンシャインアネックス徳島 安２ＧＡＰ認証事業者等

２６日 経営戦略会議（西部地区） 吉野川合同庁舎第一会議室 担い手協議会関係者

２７日 経営戦略会議（東部地区） 徳島合同庁舎入札室 担い手協議会関係者

２８日 経営戦略会議（南部地区） 阿南合同庁舎協議室 担い手協議会関係者

　４日 集落営農研修会 徳島グランヴィリオホテル 担い手協議会関係者

　６日 女性の農業委員会活動推進シンポジウム 東京：砂防会館 女性農業委員

　７日～　８日 全国農業法人春期大会・春期セミナー 東京：場所未定 農業法人協会会員

　８日 「農の雇用事業」担当者会議 東京：場所未定 農業会議担当者

１３日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館８階特別室 常設審議委員

１８日 平成３０年度農作業事故防止中央推進会議 東京：馬事畜産会館２階会議室 農機安全推進協議会等関係者

２０１９年３月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

２０１９年２月

集
落
営
農
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

本
県
の
集
落
営
農
組
織
は
水

稲
の
作
業
受
託
中
心
の
脆
弱
な

任
意
組
織
が
多
く
、
多
種
多
様

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
下
の
集
落
営
農
組

織
が
参
集
し
、
情
報
交
換
を
通

し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に

「
集
落
営
農
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。集

落
営
農
組
織
や
集
落
営
農

に
関
心
の
あ
る
農
業
者
の
方
は
、

徳
島
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
（
農
業
会
議
内
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
時

平
成
31
年
３
月
４
日(

月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル内
容

①
基
調
講
演
「
原
点
に

返
る
集
落
営
農
」
広
島
大
学
小

林
先
生
、
②
県
内
の
取
り
組
み

事
例
紹
介
や
参
加
者
を
交
え
て

の
情
報
・
意
見
交
換

問
合
せ
先

徳
島
県
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会(

農
業
会

議
内
）
電
話
（
０
８
８
）
６
７
８-

５
６
１
１(

担
当

田
中
ま
で
）

平
成
31
年
度

経
営
所
得
安

定
対
策
と
米
政
策

平
成
30
年
産
米
か
ら
「
新
た

な
米
政
策
」
が
始
ま
り
、
農
業
者

(

産
地)

の
主
体
的
な
判
断
に
よ

る
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
初
年

の
30
年
産
の
作
付
面
積
は
、
主

食
用
米
が
増
え
、
備
蓄
米
と
飼

料
用
米
が
減
少
し
た
こ
と
等
か

ら
、
31
年
産
に
つ
い
て
は
、「
人
口

減
を
反
映
し
た
厳
し
い
需
給
見

通
し
」
や
「
備
蓄
米
買
入
の
運
用

改
善
」
を
は
じ
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
発

効
を
考
慮
し
た
「
麦
・
て
ん
菜
の

ゲ
タ
対
策
交
付
金
の
単
価
改
定
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
収

入
保
険
制
度
な
ど
の
普
及
啓
発

資
料
と
し
て
、
幅
広
く
活
用
で

き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

（
定
価
Ａ
４
判

１
０
５
円
）
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。「
週
刊
」の
時
間
を

生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
農
業
者
、
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の「
か

け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡
大
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

農業委員等の綱紀粛正に関して
農地転用許可に便宜を図った見返りに、農業委員が業

者から現金を受け取った収賄容疑で逮捕・送検された事
件に関係者は大きな衝撃を受けた。農業会議でも緊急の
農業委員会会長・事務局長会議を開き、農業委員会の担
う職務の重要性を再認識し、公正・公平な職務遂行の徹
底をお願いした。農業委員等の資質の向上と事務局体制
の更なる強化についてご理解・ご協力をお願いしたい。

(一社)徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)678-5664
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介


